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シンポジウムⅡ　生き残りをかけた赤十字の国内救護






















何でしょうか。日赤の強みは ｢人材｣ です。それも豊富な専門職です。440 施設 66,932 人の内、医療施設 103 施設には 
57,548 人の職員がいます。その 70 ～ 80％は看護職です。学生の頃から赤十字救護活動の教育を受け、看護師となって
からは救護班、こころのケア班、病院支援、健康支援のコアとなっています。日赤の災害救護を生かすも殺すも ｢人材｣
の活用によると考えます。
日赤の災害救護活動の原資は、国民から寄せられる社資という寄付金です。
日本赤十字社に対する国民の認知度・期待度の調査では、とりわけ災害救護活動に大きな期待を寄せています。その期
待に応えていくこと、そして何よりも被災者の苦しみを軽減すること、このことに職員一人一人ができることを考えな
ければなりません。災害から命を守る日本赤十字社であり続けるために、各々が救護というストーリー内の立ち位置を
知り、赤十字が何をしてくれるかを問うのではなく、赤十字として被災地に何ができるかを考えることが求められてい
ます。
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